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私
は
、
久
賀
町
・
大
島
町
・
東
和
町
お
よ
び
橘
町
の
大
島
郡
四
町
が
去
る
十
月
一
日
に
合
併
し
、

「
周
防
大
島
町
」
誕
生
後
、
初
め
て
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町
民
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
に

よ
り
無
投
票
で
初
当
選
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
周
防
大
島
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
か
れ
ま
し
て
見
事
に
激
戦
を
突
破
さ
れ
、
当
選
の
栄

光
を
勝
ち
得
ら
れ
ま
し
た
新
議
員
各
位
に
対
し
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
、

新
し
い
町
の
発
展
の
た
め
に
絶
大
な
る
お
力
添
え
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
般
、
山
口
県
に
上
陸
し
た
台
風
十
六
・
十
八
号
お
よ
び
二
十
三
号
に
よ
り
、
甚
大
な
る
被
害
を
被

ら
れ
ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
は
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
各
公
共
施
設
も
随
所
に
わ
た

り
被
害
を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
台
風
被
害
の
復
旧
を
最
大
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
周
防
大
島
町
の
初
代
町
長
と
し
て
今
さ
ら
な
が
ら
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
町
村
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
自
ら
の
判
断
と

責
任
の
も
と
に
政
策
の
立
案
や
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
住
民
の
要
求
に
対
す
る
的
確
な
対
応
、
高
度

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
行
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

大
島
郡
四
町
が
合
併
し
て
も
周
防
大
島
町
の
財
政
状
況
は
、
依
然
と
し
て
極
め
て
厳
し
い
状
況
下
に

あ
り
、
克
服
す
べ
き
幾
多
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
大
島
郡
合
併
協
議
会
で
策
定
し
た
新
町
建

設
計
画
の
「
元
気
に
こ
に
こ
安
心
で
二
十
一
世
紀
に
は
ば
た
く
先
進
の
島
」
を
目
指
し
「
大
島
郡
民
が

心
を
一
つ
」
に
し
て
着
実
に
実
現
を
図
る
こ
と
が
私
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
全
身
全
霊
を
奉

げ
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
人
が
町
を
興
す
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
「
人
づ
く
り

が
町
づ
く
り
」
で
あ
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、
町
政
を
運
営
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
16
年
第
１
回
臨
時
会
が
11
月
24
日
開
か
れ
ま
し
た
。

新
町
誕
生
後
の
初
議
会
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
議
会
が
適
法
に
活
動
す
る
た
め
の
議

会
構
成
を
整
え
る
べ
く
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、
各
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
運
営
に
関
す
る
手
続
き
や
内
部
規
律
な
ど
を
定
め
た
会

議
規
則
等
を
取
り
決
め
ま
し
た
。

続
い
て
、
周
防
大
島
町
役
場
の
位
置
を
定
め
る
条
例
ほ
か
２
０
４
件
の
条
例
制
定

の
専
決
処
分
の
承
認
や
、
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
一
般
会
計
暫
定
予
算
ほ
か
25
件

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
案
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
委
員
５
人
の
任
命
同
意
を

求
め
る
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
全
会
一
致
で
全
員
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議議
長長
就就
任任
ごご
ああ
いい
ささ
つつ

周
防
大
島
町
議
会
議
長

新
山
玄
雄

新
町
誕
生
後
の
初
議
会
に
お

い
て
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
を

賜
り
不
肖
私
が
周
防
大
島
町
議

会
初
代
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
も
と
よ
り
、

浅
学
非
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
誠
心
誠
意
、
住
民
主
体

の
民
主
的
で
開
か
れ
た
議
会
運

営
に
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。私

た
ち
議
員
26
人
は
、
町
民

の
皆
様
よ
り
議
員
と
し
て
４
年

間
の
付
託
を
受
け
ま
し
た
。
行

政
と
議
会
は
車
の
両
輪
に
例
え

ら
れ
ま
す
。
お
互
い
が
議
論
を

尽
く
し
、
議
会
の
権
能
で
あ
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
に
果
た

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
し
て
、
相
互
の
理
解
と

協
力
に
よ
り
「
元
気
に
こ
に
こ

安
心
で
二
十
一
世
紀
に
は
ば
た

く
先
進
の
島
」
づ
く
り
に
最
大

限
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
な
お
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

周防大島町誕生後

初の町議会を開催初の町議会を開催
周防大島町議会第１回臨時会（11月24日から26日）

議
会
構
成
決
ま
る

（
平
成
16
年
11
月
24
日
選
任
）

（
敬
称
略
）

●
議
長

新
山
玄
雄

●
副
議
長

久
保
雅
己

常
任
委
員
会

（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

●
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
10
人
）

◎
土
手
正
喜

○
平
川
敏
郎

饌
戸
信
充
　
伊
藤
秀
行

黒
田
壇
豊
　
木
村
　
潔

中
本
博
明
　
尾
元
　
武

久
保
雅
己
　
新
山
玄
雄

●
民
生
常
任
委
員
会
（
８
人
）

◎
安
本
貞
敏

○
魚
原
満
晴

平
野
和
生
　
荒
川
政
義

平
村
真
成
　
魚
谷
洋
一

松
井
岑
雄
　
闊
田
清
晴

●
建
設
環
境
常
任
委
員
会
（
８
人
）

◎
伊
東
梅
芳

○
田
中
隆
太
郎

杉
山
藤
雄
　
神
岡
光
人

田
村
三
郎
　
武
政
輝
夫
　
　
　
　

冨
田
安
英
　
小
田
貞
利

●
議
会
運
営
委
員
会
（
９
人
）

◎
荒
川
政
義

○
小
田
貞
利

土
手
正
喜
　
神
岡
光
人

伊
藤
秀
行
　
松
井
岑
雄

闊
田
清
晴
　
冨
田
安
英

中
本
博
明
　
　
　

●
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
議
会

議
員
（
２
人
）

（
平
成
16
年
11
月
26
日
選
任
）

平
村
真
成
　
魚
谷
洋
一

●
柳
井
地
区
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員
（
２
人
）

（
平
成
16
年
11
月
26
日
選
任
）

伊
藤
秀
行
　
尾
元
　
武

●
柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
議

会
議
員
（
２
人
）

（
平
成
16
年
11
月
26
日
選
任
）

神
岡
光
人
　
田
村
三
郎

訂
正
と
お
詫
び

「
と
う
わ
議
会
だ
よ
り
」
最
終

号
の
３
ペ
ー
ジ
上
段
、
藤
田
隆
議

員
（
当
時
）
の
タ
イ
ト
ル
「
一
心

一
顔
」
は
「
一
心
一
顧
」
の
間
違

い
で
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

と
う
わ
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会



新
山
玄
雄

に
い
や
ま
し
ず
お

（
53
歳
）

沖
家
室

久
保
雅
己

く

ぼ

ま

さ

み

（
54
歳
）

東
三
蒲

土
手
正
喜

ど

て

ま

さ

き

（
60
歳
）

長
崎

饌
戸
信
充

は
ま
と
の
ぶ
み
ち

（
49
歳
）

久
賀

田
村
三
郎

た
む
ら
さ
ぶ
ろ
う

（
56
歳
）

船
越

伊
東
梅
芳

い
と
う
う
め
よ
し

（
67
歳
）

久
賀

荒
川
政
義

あ
ら
か
わ
ま
さ
よ
し

（
54
歳
）

小
松

神
岡
光
人

か
み
お
か
み
つ
と

（
55
歳
）

小
松

平
野
和
生

ひ
ら
の
か
ず
お

（
46
歳
）

浮
島

杉
山
藤
雄

す
ぎ
や
ま
ふ
じ
お

（
69
歳
）

土
居

安
本
貞
敏

や
す
も
と
さ
だ
と
し

（
58
歳
）

西
安
下
庄
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議
長

副
議
長

（議席順・敬称略）
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平
村
真
成

ひ
ら
む
ら
し
ん
じ
ょ
う

（
71
歳
）

出
井

黒
田
壇
豊

く
ろ
だ
だ
ん
と
よ

（
73
歳
）

家
房

冨
田
安
英

と
み
た
や
す
ひ
で

（
56
歳
）

東
屋
代

平
川
敏
郎

ひ
ら
か
わ
と
し
ろ
う

（
52
歳
）

久
賀

尾
元
　
武

お
も
と
た
け
し

（
48
歳
）

小
松
開
作

松
井
岑
雄

ま
つ
い
み
ね
お

（
64
歳
）

戸
田

魚
原
満
晴

う
お
は
ら
み
つ
は
る

（
50
歳
）

東
安
下
庄

中
本
博
明

な
か
も
と
ひ
ろ
あ
き

（
56
歳
）

西
安
下
庄

小
田
貞
利

お
だ
さ
だ
と
し

（
46
歳
）

日
向
泊

武
政
輝
夫

た
け
ま
さ
て
る
お

（
72
歳
）

西
安
下
庄

魚
谷
洋
一

う
お
た
に
よ
う
い
ち

（
51
歳
）

平
野

闊
田
清
晴

ひ
ろ
た
き
よ
は
る

（
52
歳
）

志
佐

木
村
　
潔

き
む
ら
き
よ
し

（
48
歳
）

横
見

田
中
隆
太
郎

た
な
か
り
ゅ
う
た
ろ
う

（
58
歳
）

油
宇

5

伊
藤
秀
行

い
と
う
ひ
で
ゆ
き

（
59
歳
）

久
賀
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■
周
防
大
島
町
議
会
会
議
規
則
の

制
定
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
周
防
大
島
町
議
会
委
員
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
周
防
大
島
町
議
会
事
務
局
設
置

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
・
・
・
可

決■
周
防
大
島
町
役
場
の
位
置
を
定

め
る
条
例
ほ
か
２
０
４
件
の
条
例

制
定
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
一
般

会
計
暫
定
予
算
の
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
・
・
可
決

■
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
暫
定
予

算
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
老
人

保
健
事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算
の

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算
の

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
訪
問

看
護
事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算
の

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算
の

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算
の
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
・
・
・
可
決

■
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
暫
定
予

算
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
漁
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
暫
定
予

算
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
渡
船

事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算
の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
・
・
・
可
決

■
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
交
通

災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
暫
定
予

算
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
平
成
16
年
度
周
防
大
島
町
公
営

企
業
局
企
業
会
計
暫
定
予
算
の
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
・
・
・
可
決

■
周
防
大
島
町
指
定
金
融
機
関
の

指
定
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
へ
の

加
入
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
柳
井
地
区
広
域
事
務
組
合
へ
の

加
入
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
へ

の
加
入
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
山
口
県
市
町
村
公
平
委
員
会
へ

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
山
口
県
市
町
村
公
平
委
員
会
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
規
約
の
変
更
の
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
・
・
・
可
決

■
光
市
・
大
和
町
及
び
宇
部
市
・

楠
町
の
配
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補

償
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
光
市
・
大
和
町
及
び
宇
部
市
・

楠
町
の
配
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

自
治
会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

規
約
の
変
更
の
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
・
・
・

可
決

■
光
市
・
大
和
町
の
配
置
分
合
に

伴
う
山
口
県
東
部
地
方
税
整
理
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
の
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
・
・
・
可
決

■
光
市
・
大
和
町
及
び
宇
部
市
・

楠
町
の
配
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
規
約
の
変
更
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
・
・
可
決

■
大
和
町
、
楠
町
及
び
山
陽
地
区

消
防
組
合
の
脱
退
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
財

産
処
分
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

■
光
市
・
大
和
町
及
び
宇
部
市
・

楠
町
の
配
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
消
防
団
員
補
償
等
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
規
約
の
変
更
の
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
・
・
・
可
決

■
大
和
町
、
楠
町
及
び
山
陽
地
区

消
防
組
合
の
脱
退
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
消
防
団
員
補
償
等
組
合
の

財
産
処
分
の
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
・
・
・
可

決■
相
互
救
済
事
業
経
営
を
財
団
法

人
全
国
自
治
協
会
に
委
託
の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
・
・
・
可
決

■
周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
・
・
・
可
決

教
育
委
員
（
敬
称
略
）

教育委員
三谷俊雄（久賀）

職務代理者
中原徹也（家房）

教育委員長
尾野亜紀子（内入）

教育委員
正久武則（秋）

教育長
平田　武（戸田）

周周
防防
大大
島島
町町
議議
会会

第第
１１
回回
臨臨
時時
会会

11
月
24
日
か
ら
26
日



7 広報すおう大島 平成16年( 2004年)12月号

（
相
　
談
）

友
人
か
ら
、
化
粧
品
セ
ッ
ト

と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
購
入
を
勧

め
ら
れ
た
。
そ
の
商
品
を
販
売

す
れ
ば
マ
ー
ジ
ン
が
入
り
儲
か

る
と
い
わ
れ
契
約
を
し
た
が
、

販
売
す
る
自
信
が
な
い
の
で
解

約
し
た
い
。

（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
）

商
品
の
販
売
や
役
務
の
提
供

を
す
る
事
業
で
、
商
品
等
の
販

売
に
よ
り
利
益
が
得
ら
れ
る
と

誘
い
、
何
ら
か
の
金
銭
負
担
を

伴
う
取
引
の
こ
と
を
連
鎖
販
売

取
引
「
マ
ル
チ
商
法
」
と
い
い

ま
す
。
勧
誘
の
際
は
、
成
功
例

を
あ
げ
て
あ
た
か
も
全
員
が
多

大
な
利
益
を
簡
単
に
得
ら
れ
る

か
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
ま
す
が
、

現
実
に
は
簡
単
に
売
れ
ず
、
商

品
と
借
金
だ
け
が
残
っ
た
と
い

う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

連
鎖
販
売
取
引
で
契
約
し
た

場
合
、「
特
定
商
取
引
法
」
で
、

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
ま

た
は
商
品
の
引
き
渡
し
を
受
け

た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら

20
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
法
律
は
改
正
さ

れ
、
平
成
16
年
11
月
11
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
不
慣
れ
な
消
費
者
の
救
済

を
図
る
た
め
、
連
鎖
販
売
取
引

に
中
途
解
約
･
返
品
ル
ー
ル
が

規
定
さ
れ
ま
し
た
。

一人で悩まず、まず相談！
消費生活に関するご相談は
●山口県消費生活センター
蕁０８３(９２４)０９９９
●商工観光課
蕁７９－１００３

商品を販売すればマージンが入
るといわれたが・・・

タ
コ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
タ
コ
あ
げ
を
す
る
際
は

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
タ
コ
あ
げ
は
、
近
く
に
電
線
の
通
っ
て
い
な
い
広
い
場
所
で
や

り
ま
し
ょ
う
。

②
万
一
、
タ
コ
が
電
線
に
か
か
っ
た
ら
、
自
分
で
取
ろ
う
と
し
な

い
で
す
ぐ
に
近
く
の
中
国
電
力
営
業
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

③
電
柱
に
の
ぼ
っ
た
り
、
屋
根
な
ど
に
上
が
っ
た
り
し
て
タ
コ
を

取
っ
て
い
る
人
を
見
た
と
き
に
は
、
危
な
い

の
で
や
め
る
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
連
絡
先
／
中
国
電
力
（
株
）
柳
井
営
業
所

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
代
表

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
４
３
２
１

受
章
・
表
賞

●
平
成
16
年
度

社
会
福
祉
功
労
厚
生
労
働
大

臣
表
賞

柳
居
安
子
さ
ん
（
西
方
）

●
平
成
16
年
度
山
口
県
選
奨

社
会
活
動
功
労

西
村
和
夫
さ
ん
（
久
賀
）

保
健
衛
生
・
環
境
功
労

杉
原
利
定
さ
ん
（
小
松
）

年末年始を無事故で！年末年始を無事故で！
歳末は、慌ただしさや気ぜわしさからその隙を狙ったいろい
ろな犯罪や事故が発生しています。警察では、こうした犯罪な
どを未然に防ぐため、今年も「年末年始特別警戒」を実施しま
す。歳末を安全・平穏に締めくくり、明るい新年を迎えるため、
地域や職場ぐるみで次のことに気をつけましょう。
○金融機関を狙う強盗事件の防止
・金融機関強盗には盗難車が多く使用されます。車を離れると
きは必ずキーを抜くこと。
・金融機関や深夜スーパーをうかがうなど不審な者（車）がい
たら、すぐに１１０番通報を！
○年末年始の交通安全県民運動への参加
１２月１０日（金）から１月３日（月）の間、年末年始の交

通安全県民運動が実施されます。
この期間は、例年、早朝・薄暮時の交通事故が多くなるとと

もに、飲酒の機会が増えることから悲惨な事故が多く発生しま
す。
地域、職場ぐるみで交通安全運動に参加しましょう。

●
藍
綬
褒
章

柳
居
俊
学
さ
ん

（
県
議
会
議
員
・
西
方
）

●
瑞
宝
小
綬
章

饌
本
研
一
さ
ん

（
元
県
教
育
次
長
・
椋
野
）
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U
タ
ー
ン
グ
ル
ー
プ
「
周
防
大
島
ふ
る
さ
と
づ
く
り
　
の

ん
太
の
会
」
が
11
月
12
日
、
竹
林
を
整
え
る
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
の
ん
太
の
会
は
荒
れ
た
休
耕
田
に
菜
の
花
や
コ
ス
モ

ス
を
咲
か
せ
る
取
り
組
み
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
西

屋
代
の
荒
れ
た
竹
林
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
手
入
れ
を
し
、

い
ず
れ
は
竹
炭
や
肥
料
に
利
活
用
す
る
計
画
で
す
。

会
員
は
田
布
施
農
林
事
務
所
職
員
の
指
導
の
も
と
、
古
い

竹
の
見
分
け
方
や
伐
採
の
コ
ツ
を
習
い
な
が
ら
、
手
際
よ
く

竹
を
切
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

◆
周
防
大
島
ふ
る
さ
と
づ
く
り
　
の
ん
太
の
会
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
代
表
者
・
安
元
稔
さ
ん
、
事
務
局
長
・

末
谷
龍
司
さ
ん
（
志
佐
・
蕁
７
４
‐
４
０
５
３
）

美しい竹林を取り戻そう

11
月
20
日
椋
野
小
学
校
で
い
ち
ょ
う
祭
り
が
あ

り
ま
し
た
。
椋
野
小
学
校
の
校
庭
に
は
樹
齢
百
年

以
上
の
い
ち
ょ
う
の
木
が
２
本
並
ん
で
立
っ
て
い

ま
す
。
葉
が
色
付
く
こ
の
時
期
に
、
秋
の
収
穫
を

祝
う
集
い
を
保
護
者
や
地
域
の
方
々
を
招
い
て
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
台
風
の
た
め
黄
色
い
葉
が

ほ
と
ん
ど
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
空
に
伸
び

る
美
し
い
木
は
子
ど
も
た
ち

や
地
域
の
方
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
児
童
が

炊
い
た
茶
が
ゆ
を
食

べ
た
あ
と
、
音
楽
会

や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。

いちょうの木の集い

長
崎
に
頌
徳
碑

旧
東
和
町
に
１
億
５
千
万
円
も

の
遺
産
を
寄
付
さ
れ
た
、
故
・

岡
田
達
男
さ
ん
（
長
崎
）
の
頌
徳

碑
が
、
道
の
駅
サ
ザ
ン
セ
ト
と

う
わ
入
口
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。



9 広報すおう大島 平成16年( 2004年)12月号

ル
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ
で

秋
の
一
日
を
楽
し
む

新
鮮
な
農
林
水
産
物
や
手
作
り
品
、
食
品
を
販
売
す
る
ル
ー

ラ
ル
ゆ
う
ゆ
う
フ
ェ
ス
タ
が
11
月
13
日
、
14
日
の
２
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
内
で
は
戸
田
青
空
市
（
戸
田
）、
文
珠
の
里
フ
ェ
ス
タ
（
三

蒲
）、
潮
風
フ
ェ
ス
タ
４
３
７
（
久
賀
）、
お
れ
ん
じ
の
里
フ
ェ

ス
タ
（
土
居
）、
う
み
の
幸
や
ま
の
幸
フ
ェ
ス
タ
（
長
崎
）
の
４

か
所
で
開
催
さ
れ
、
朝
収

穫
し
た
ば
か
り
の
野
菜
や

み
か
ん
、
梅
干
や
ジ
ャ
ム

な
ど
の
加
工
品
が
販
売
さ

れ
、
町
内
外
の
人
が
多
く

訪
れ
ま
し
た
。

11
月
３
日
、
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
で
ふ
る
さ
と
文

化
祭
、
橘
総
合
セ
ン
タ
ー
で
橘
生
涯
学
習
発
表

大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
文
化
祭

は
商
船
祭
と
合
同
で
開
催
さ
れ
、
絵
画

や
写
真
、
生
花
の
展
示
や
飲
食
店
の

出
店
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
生

徒
に
よ
る
伝
統
の
手
旗
踊
り
で
は

き
び
き
び
し
た
動
作
の
演
技
に
さ

か
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
橘
生
涯
学
習
発
表
大
会
で
は
昼

の
部
、
夜
の
部
に
分
か
れ
て
コ
ー
ラ

ス
や
舞
踊
、
楽
器
演
奏
な
ど
日
ご
ろ
の

学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

芸
術
の
秋
　
各
地
で
文
化
祭

うみの幸やまの幸フェ
スタ（長崎）ではかい
もちやジャコ天が人気

潮風フェスタ４３７
（久賀）

手
旗
踊
り

橘
生
涯
学
習
発
表
大
会

武芸の成果を披露

11
月
23
日
、
安
下
庄
高
等
学

校
で
大
島
郡
武
道
大
会
が
開
催

さ
れ
、
剣
道
と
弓
道
の
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
剣
道
で
は
、

小
学
校
低
学
年
の
小
さ
な
剣
士

か
ら
大
人
の
迫
力
あ
る
剣
士
ま

で
出
場
し
、
団
体
と
個
人
で
戦

い
ま
し
た
。

弓
道
で
は
静
か
な
張
り
つ
め

た
空
気
の
中
で
集
中
し
て
弓
を

引
き
、的
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。
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Ｂ
＆
Ｇ
「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

参
加
者
募
集

■
主
催
／

財
団
法
人
ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン

ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団

■
内
容
・
目
的
／

太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
、
小
笠
原

諸
島
の
父
島
を
寄
港
地
と
し
て
、

豪
華
客
船
「
ふ
じ
丸
」
に
乗
り
込

み
太
平
洋
ク
ル
ー
ズ
を
行
い
ま

す
。
船
内
で
は
、
自
然
環
境
や
海

洋
に
関
す
る
学
習
（
講
座
・
観
察
）

な
ど
を
、
寄
港
地
で
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
自
然
・
海
洋
体

験
活
動
を
行
い
、「
海
・
船
・
自

然
」
に
つ
い
て
の
体
験
を
通
し
て
、

知
識
の
高
揚
お
よ
び
海
事
思
想
の

普
及
を
は
か
る
と
と
も
に
、
団
体

活
動
を
通
し
て
社
会
性
を
学
び
、

豊
か
な
人
間
形
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

■
実
施
期
間
／

平
成
17
年
３
月
26
日
貍
〜
３
月
　

31
日
貅

５
泊
６
日
・
い
ず
れ
も
船
内
泊

■
集
合
・
解
散
場
所
／

東
京

晴
海
ふ
頭
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
　

（
中
央
区
晴
海
５
‐
７
‐
１
）

■
集
合
・
解
散
日
時
／

◎
集
合

平
成
17
年
３
月
26
日
貍

午
前
11
時
30
分

◎
解
散

平
成
17
年
３
月
31
日
貅

午
前
11
時
30
分

■
対
象
・
募
集
人
員
・
資
格
／

小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
３
　

年
生

３
名
　
（
全
国
で
５
０
０
名
）

※
４
名
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

■
参
加
費
（
自
己
負
担
額
）
／

８
０
０
０
０
円

※
集
合
・
解
散
場
所
ま
で
の
旅
費

は
含
み
ま
せ
ん
。

※
日
本
財
団
助
成
事
業
で
あ
り
、

経
費
は
約
半
分
に
軽
減
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
申
し
込
み
締
め
切
り
／

平
成
17
年
１
月
14
日
貊

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

大
島
教
育
支
所
　

蕁
０
８
２
０
（
７
４
）
３
８
０
０

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
お
よ
び
町
営
住
宅
の
入

居
者
募
集

◎
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住
　

宅
（
久
賀
地
区
八
幡
住
宅
）

１
戸

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
（
橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ
）

１
戸

■
入
居
資
格
／

・
所
得
が
１
ヶ
月
当
り
20
万
円
以

上
60
万
１
千
円
以
下
の
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事

が
明
ら
か
な
人

・
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

・
公
営
住
宅
家
賃
完
納
者

◎
町
営
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

周
防
大
島
町
営
住
宅

（
久
賀
地
区
八
幡
住
宅
）

高
齢
者
世
帯
向
け
１
戸

周
防
大
島
町
営
住
宅

（
久
賀
地
区
新
開
住
宅
）

単
身
世
帯
向
け
（
50
歳
以
上
）

２
戸

■
入
居
資
格
／

・
所
得
が
１
ヶ
月
当
り
20
万
円
以

下
の
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事

が
明
ら
か
な
人

・
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
人
（
単
身

世
帯
向
け
住
宅
を
除
く
）

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

■
申
込
期
間
／

平
成
17
年
１
月
５
日
貂
〜
１
月

14
日
貊

■
選
考
方
法
／

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
し
て
決
定
し
ま
す
。

■
家
賃
／
所
得
に
応
じ
て
決
定

■
入
居
予
定
／
２
月
上
旬

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と

は
、
役
場
生
活
衛
生
課
公
営
住

宅
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

蕁
０
８
２
０
（
７
８
）
１
１
１
３

テ
ー
マ
別
介
護
講
座（
後
期
）

■
対
象
者
／

在
宅
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
や

介
護
に
興
味
が
あ
る
方
で
全
日

程
参
加
で
き
る
方

■
受
講
定
員
／
20
名
程
度

■
日
程
（
平
成
17
年
）
お
よ
び
講

座
内
容
／

・
第
１
回
　
２
月
21
日
豺

「
食
事
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
緊
急

時
の
対
応
」

・
第
２
回
　
２
月
25
日
貊

「
体
位
変
換
と
姿
勢
保
持
の
方

法
」

・
第
３
回
　
２
月
28
日
豺

「
食
事
介
護
の
方
法
」

・
第
４
回
　
３
月
４
日
貊

「
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
と
着
脱

介
護
の
方
法
」

・
第
５
回
　
３
月
７
日
豺

「
ま
と
め
」

募募
集集

おしらせ１２月おしらせ１２月
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４
年
以
上
在
学
し
「
学
士
（
教

養
）」
の
学
位
の
取
得
を
め
ざ

す
学
生

・
選
科
履
修
生

１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科

目
を
１
科
目
か
ら
履
修
す
る
学

生
・
科
目
履
修
生

１
学
期
（
６
か
月
）
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
１
科
目
か
ら

履
修
す
る
学
生

◎
大
学
院

・
修
士
選
科
生

１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科

目
を
１
科
目
か
ら
履
修
す
る
学

生
・
修
士
科
目
生

１
学
期
（
６
か
月
）
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
１
科
目
か
ら

履
修
す
る
学
生

■
出
願
受
付
／

12
月
15
日
貉
〜
平
成
17
年
２
月

28
日
豺
ま
で
（
大
学
本
部
必
着
）

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
／

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
３
６
（
８
８
）
３
０
２
０

周
防
大
島
町
職
員
採
用
試
験

■
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人

数
／
保
健
師
　
　
若
干
名

■
受
験
資
格
／

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
保
健
師
免
許
を

有
す
る
者
ま
た
は
平
成
17
年
３

月
末
日
ま
で
に
当
該
免
許
を
取

得
す
る
見
込
み
の
者

■
試
験
日
程
・
場
所
／

平
成
17
年
２
月
13
日
豸

周
防
大
島
町
役
場
大
島
庁
舎

■
採
用
予
定
日
／

平
成
17
年
４
月
１
日

■
申
込
書
の
受
付
期
間
／

12
月
21
日
貂
〜
平
成
17
年
１
月

20
日
貅

■
問
い
合
わ
せ
／

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
小
松

１
２
６
‐
２

周
防
大
島
町
役
場

総
務
部
総
務
課
人
事
行
政
班

蕁
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

自
衛
隊
生
徒
採
用
試
験

■
受
付
期
間
／

11
月
１
日
豺
〜
平
成
17
年
１
月

11
日
貂

■
試
験
期
日
／

※
時
間
は
午
後
１
時
か
ら
４
時

■
場
所
／

山
口
県
周
防
大
島
介
護
実
習
普

及
セ
ン
タ
ー
（
周
防
大
島
町
小

松
１
３
８
８
‐
６
）

■
申
し
込
み
方
法
／

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
平
成
17
年
２
月
10

日
貅
午
後
５
時
必
着
で
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
等

に
よ
り
受
講
者
を
決
定

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

山
口
県
周
防
大
島
介
護
実
習
普

及
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
２
０
（
７
９
）
２
３
０
０

放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
満
15
歳
以
上
で

あ
れ
ば
だ
れ
で
も
無
試
験
で
入
学

で
き
、
学
び
た
い
科
目
を
一
科
目

か
ら
自
宅
に
い
な
が
ら
テ
レ
ビ
で

学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

◎
教
養
学
部

・
全
科
履
修
生

平
成
17
年
１
月
15
日
貍

■
受
験
資
格
／

日
本
国
籍
を
有
し
平
成
17
年
４

月
１
日
現
在
15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子
で
中
学
校
卒
業
者
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
者
（
見
込
み
を
含
む
）

■
試
験
会
場
／

航
空
自
衛
隊
防
府
北
基
地

■
問
い
合
わ
せ
／

自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部

柳
井
募
集
事
務
所

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

国
立
大
島
商
船
高
等
専
門
学

校
学
生
募
集

■
募
集
人
数
／

・
商
船
学
科
　
40
名
（
航
海
コ
ー

ス
20
名
程
度
、
機
関
コ
ー
ス
20

名
程
度
）

・
電
子
機
械
工
学
科
　
40
名

・
情
報
工
学
科
　
40
名

■
出
願
資
格
／

中
学
校
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

平
成
17
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

者
、
中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

者
■
願
書
受
付
／

・
推
薦
に
よ
る
も
の

平
成
17
年
１
月
13
日
貅
〜
１
月

17
日
豺

・
学
力
検
査
に
よ
る
も
の

平
成
17
年
２
月
１
日
貂
〜
２
月

おしらせ１２月おしらせ１２月

試試
験験

◎日時／毎月第１火曜日13時30分～15時30分
場所／久賀総合センター（小林晃）

旧安下庄駅（二宮信三）
◎日時／毎月第２火曜日10時～12時
場所／大島庁舎（橋爪雅子）
◎日時／毎月第３火曜日13時30分～15時30分
場所／椋野出張所（小林晃）

自然休養村管理センター（中村興家）
日良居出張所（二宮信三）

行行
政政
相相
談談

（

）
は
行
政
相
談
委
員

８
日
貂

■
検
査
日
時
／

・
推
薦
に
よ
る
も
の

平
成
17
年
１
月
22
日
貍

午
前
10
時
〜

・
学
力
検
査
に
よ
る
も
の

平
成
17
年
２
月
20
日
豸

午
前
９
時
30
分
〜

■
合
格
者
発
表
／

平
成
17
年
３
月
１
日
貂

午
前
10
時

■
願
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
／

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

学
生
課
教
務
係

蕁
０
８
２
０
（
７
４
）
５
４
７
３

初日の出は
文珠山頂で！
２００５年１月１日、

文珠山頂では日の出前
から地元の文珠クラブ
の皆さんによるもちつ
きが行われ、ぜんざい
が振る舞われます。

文珠山頂が
ライトアップ
１２月３０日、３１

日の夜間、大島の「大」
をイメージしてライト
アップされます。
※詳しくは
文珠クラブ会長　
舛永博幸さん
蕁７４－２９５２まで



片添ケ浜温泉遊湯ランド
元旦営業のお知らせ

元旦は初湯につかり初日の出を眺め
ていただくため、午前７時から午後２
時まで営業します。また、先着順にぜ
んざいを無料サービスします。
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ふ
る
さ
と
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

平
素
よ
り
ふ
る
さ
と
館
を
ご
利

用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
館
は
昭
和
56
年
５
月

に
地
域
振
興
の
一
環
と
し
て
、
久

賀
地
区
の
中
心
部
に
鉄
骨
３
階
建

て
で
建
築
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

１
階
に
久
賀
駅
、
観
光
協
会
、

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
港
」
が

あ
り
、
２
階
に
は
調
理
実
習
室
と

集
会
室
、
３
階
に
は
和
室
が
あ
り

ま
す
。
２
階
集
会
室
は
各
種
講
習

会
や
会
議
等
に
利
用
で
き
１
０
０

名
ま
で
収
容
で
き
ま
す
。
３
階
和

室
は
宿
泊
の
ほ
か
大
広
間
に
も
対

応
で
き
座
談
会
や
同
窓
会
等
に
も

利
用
で
き
ま
す
。
宿
泊
は
15
名
ま

で
可
能
で
す
の
で
集
会
や
帰
省
し

た
際
に
個
人
や
家
族
、
グ
ル
ー
プ

等
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
階
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
港
」
で
は
、
喫
茶
や
食
事
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
海
産
物
や
お
土

産
等
い
ろ
い
ろ
取
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。
ま
た
日
曜
日
・
祭
日
限
定

おお
知知
らら
せせ

おしらせ１２月おしらせ１２月

の
「
延
命
そ
ば
」
も
好
評
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
ふ
る
さ
と
館

蕁
０
８
２
０
（
７
２
）
２
１
３
４

周
防
久
賀
駅
か
ら
の

お
知
ら
せ

周
防
久
賀
駅
で
は
次
の
よ
う
な

バ
ス
乗
車
券
等
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
通
勤
通
学
用
バ
ス
定
期

◎
バ
ス
カ
ー
ド

◎
広
島
行
昼
間
高
速
バ
ス
乗
車
券

◎
福
岡
・
博
多
行
昼
間
高
速
バ
ス

乗
車
券
（
予
約
制
）

◎
東
京
・
大
阪
・
京
都
行

夜
間
高
速
バ
ス
乗
車
券

（
予
約
制
）

◎
そ
の
他
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
り

の
納
め
札
な
ど

■
営
業
時
間
／

・
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

・
土
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午

■
問
い
合
わ
せ
／
周
防
久
賀
駅

蕁
０
８
２
０
（
７
２
）
０
３
５
７

消
費
税
が
変
わ
り
ま
し
た

平
成
15
年
度
税
制
改
正
で
消
費

税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
平
成
17
年
分
か
ら
適
用
】

◎
事
業
者
免
税
点
制
度
の
適
用
上

限
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が

３
千
万
円
か
ら
１
千
万
円
に
）

◎
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が

２
億
円
か
ら
５
千
万
円
に
）

【
ご
注
意
い
た
だ
く
点
】

記
帳
お
よ
び
帳
簿
等
の
保
存
が

必
要
で
す
。
課
税
仕
入
れ
等
に
係

る
消
費
税
額
の
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
課
税
仕
入
れ
等
の
事
実

を
記
録
し
た
帳
簿
お
よ
び
課
税
仕

入
れ
等
の
事
実
を
証
す
る
請
求
書

等
の
両
方
の
保
存
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
ま

た
は
税
務
相
談
室
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

柳
井
税
務
署

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
０
２
７
９

年
末
年
始
期
間
フ
ェ
リ
ー
臨

時
便
の
お
知
ら
せ

■
年
末
年
始
フ
ェ
リ
ー
臨
時
増
便

期
間
／

平
成
16
年
12
月
29
日
〜
31
日

平
成
17
年
１
月
２
日
〜
４
日

※
フ
ェ
リ
ー
を
ご
利
用
の
際
は
、

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
予
約
窓
口
／

三
津
浜
港

蕁
０
８
９
（
９
５
３
）
３
２
０
０

☆ ☆ ☆ ☆

伊
保
田
港

蕁
０
８
２
０
（
７
５
）
１
５
７
５

柳
井
港

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
３
３
１
１

■
問
い
合
わ
せ
／

岩
国
松
山
高
速
株
式
会
社

伊
保
田
営
業
所

蕁
０
８
２
０
（
７
５
）
１
５
７
５

●フェリー臨時増便ダイヤ時刻表

年
末
年
始

温
泉
の
休
業
に
つ
い
て

○
潮
風
呂
保
養
館
／

蕁
０
８
２
０
（
７
９
）
０
０
２
１

休
業
日

12
月
28
日
貂
・
１
月
４
日
貂

○
竜
崎
温
泉
潮
風
の
湯
／

蕁
０
８
２
０
（
７
７
）
１
２
３
４
　

休
業
日

12
月
31
日
貊
・
１
月
６
日
貅

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
休

12
月
30
日
貅
〜
１
月
３
日
豺

○
片
添
ケ
浜
温
泉
遊
湯
ラ
ン
ド
／

蕁
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
２
６
　

休
業
日

12
月
29
日
貉
〜
31
日
貊

１
月
２
日
豸

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
休

12
月
29
日
貉
〜
１
月
５
日
貉
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周
防
大
島
町
保
健
師
　

池
　
元
　
和
　
江

（
久
賀
保
健
セ
ン
タ
ー
）

催催
しし

ふ
る
さ
と
の
駅

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
旅

■
内
容
／

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
岩
国
駅
〜
柳
井

駅
、
Ｊ
Ｒ
岩
徳
線
西
岩
国
駅
〜
米

川
駅
、
錦
川
清
流
線
御
庄
駅
〜
錦

町
駅
の
計
27
駅
の
う
ち
５
駅
の
ク

イ
ズ
の
答
え
を
書
い
て
応
募
す
る

おしらせ１２月おしらせ１２月

と
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
特
産

品
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
実
施
駅
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

■
実
施
期
間
／

11
月
１
日
豺
〜
平
成
17
年
１
月

15
日
貍
（
当
日
消
印
有
効
）

■
問
い
合
わ
せ
／

シ
テ
ィ
電
車
延
長
運
行
推
進
期

成
同
盟
会
（
柳
井
市
商
工
観
光

課
内
）

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
１
１
　

（
内
線
３
６
２
）

夜
間
ト
イ
レ
が
近
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
て

夕
方
か
ら
の
水
分
を
控
え
て
い
る
と
い
う
話

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
水
分
摂
取
を
控
え
る

と
血
液
中
の
水
分
が
不
足
し
、
血
液
が
ど
ろ

ど
ろ
し
て
血
管
が
詰
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
が
午
前
中
に
起
こ
り
や

す
い
の
は
、
寝
て
い
る
間
に
汗
を
か
い
て
水

分
が
奪
わ
れ
た
状
態
の
ま
ま
朝
起
き
て
水
分

摂
取
を
し
な
い
で
い
る
と
、
ど
ろ
ど
ろ
し
た

血
液
が
詰
ま
っ
て
し
ま
う
た
め
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

水
分
の
摂
り
方
は
、
の
ど
が
渇
い
た
ら
飲

む
の
で
は
な
く
、
意
識
し
て
こ
ま
め
に
摂
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
度
に
が
ぶ
飲
み
し

て
は
胃
に
負
担
を
か
け
ま
す
。
一
日
の
サ
イ

ク
ル
と
し
て
は
、
朝
目
覚
め
た
時
、
10
時
と

３
時
の
お
や
つ
の
時
、
入
浴
前
後
、
寝
る
前
、

３
回
の
食
事
の
時
な
ど
に
コ
ッ
プ
１
杯
の
水

分
を
摂
れ
ば
一
日
１
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

程
度
の
水
分
補
給
は
で
き
ま
す
。
特
に
高
齢

者
は
、
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
、
の
ど
の
渇

き
を
あ
ま
り
感
じ
な
く
な
り
、
水
を
飲
む
と

い
う
意
欲
も
あ
ま
り
起
こ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
水
分
不
足

に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
汗
を
か
い
た
か
な
」
と
い
う

と
き
は
、
食
物
に
含
ま
れ
る
水
分
以
外
に
、

一
日
約
１
８
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
水
分
を

摂
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
腎

臓
や
心
臓
な
ど
病
気
が
あ
っ
て
水
分
制
限
を

さ
れ
て
い
る
人
は
、
主
治
医
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
水
分
補
給
は
十
分
で
す
か
？

犬犬はは正正ししくく飼飼いいままししょょうう

１．動物の本能・習性および生理をよく理解した上で飼い
ましょう！
○他人に迷惑や危害がおよぶことのないように、十分な心
配りと正しいしつけをしましょう。
○家族と同様の愛情を持って、終生飼いましょう。
２．きまりを守って飼いましょう！
○飼い犬は必ずつないで飼いましょう。
○生後３か月以上の犬は、「登録」と毎年一回の「狂犬病予
防注射」を受けなければなりません。
○かむ癖のある犬は、口輪をかけるなどの措置をとりまし
ょう。
３．生活環境への配慮はしていますか？
○動物の飼育場所を清潔に保ちましょう。
○公園や道路を動物の汚物で汚さないようにしましょう。
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平
成
17
年
度
よ
り
　

結
核
の
定
期
予
防
接
種

（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）
の

対
象
期
間
が
変
わ
り
ま
す

結
核
予
防
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
17
年
４
月
１
日
よ

り
法
定
接
種
対
象
者
が
、

「
４
歳
ま
で
」
か
ら
「
生
後

６
か
月
ま
で
」
に
変
更
さ
れ

ま
す
。
法
定
接
種
対
象
外
と

な
る
未
接
種
の
お
子
さ
ん

は
、
平
成
17
年
３
月
31
日
ま

で
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
は
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
大
島
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
７
４
‐
１
０
１
１

○
久
賀
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
７
９
‐
１
０
０
６

○
橘
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
７
７
‐
５
５
０
４

○
東
和
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
７
８
‐
２
２
０
２
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松
本
　
広
光

こ
こ
ろ
　
伊
保
田

啓
子

◆
結
婚
お
め
で
と
う

吉
村
　
賢
志

地
家
室

笹
川
　
美
紀
　

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

田
中
　
忠
夫
　
　
八
〇
　
　
船
越

鈴
木
　
秀
代
　
　
八
一
　
　
下
田

後
藤
　
照
子
　
　
九
七
　
　
下
田

藤
山
　
イ
ネ
　
一
〇
二
　
　
和
佐

川
邉
シ
ナ
ヨ
　
　
九
三
　
　
小
泊

冨
倉
　
ア
キ
　
　
九
六
　
　
和
田

橋
本
　
清
巳
　
　
七
五
　
伊
保
田

田
辺
　
敏
子
　
　
八
三
　
伊
保
田

柳
原
　
新
一
　
　
八
六
　
　
外
入

橘
地
区

◆
誕
生
お
め
で
と
う

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

佐
野
　
吉
彦

蓮れ
ん

斗と

三
ツ
松

三
恵

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

藤
崎
ク
ニ
子
　
八
七
　
東
安
下
庄

大
浪
チ
ヱ
ノ
　
七
四
　
　
　
土
居

三
浦
　
久
乃
　
六
一
　
　
　
　
栄

尼
崎
　
重
春
　
七
五
　
　
　
和
戸
　

中
村
清
太
郎
　
八
一
　
　
日
前
浜

中
原
　
庄
治
　
八
三
　
　
　
土
居

久
賀
地
区

◆
誕
生
お
め
で
と
う

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

礒
部
　
　
章

遼
り
ょ
う

平へ
い

八
幡
上

裕
子

大
村
　
修
司

美
波
み
な
み

流
田

恵
子

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

饌
村
ト
ミ
コ
　
八
八
　
　
　
向
町

大
川
ト
ミ
ヨ
　
九
五
　
　
中
瀬
田

大
谷
　
正
彦
　
九
四
　
　
木
屋
原

山
本
日
佐
子
　
九
五
　
　
山
田
上

吉
村
三
千
代
　
八
八
　
東
天
満
町

大
島
地
区

◆
誕
生
お
め
で
と
う

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

撰
田
　
真
純

一か
ず

葉は

小
松
開
作

恵

牧
野
　
宏
昭

琳り
ん

太た

郎ろ
う

小
松

真
紀

木
本
　
敏
一

佳か

奈な

東
三
蒲

美
恵

波
戸
　
建
一

建け
ん

汰た

日
見

明
美

◆
結
婚
お
め
で
と
う

饌
崎
　
博
雄

小
松
開
作

長
久
　
玲
子

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

河
原
　
芳
樹
　
七
五
　
　
　
小
松

亀
本
マ
ス
コ
　
九
一
　
　
西
三
蒲

舛
本
ア
サ
ヨ
　
七
七
　
　
西
三
蒲

野
間
　
達
人
　
六
六
　
小
松
開
作

中
谷
　
　
豊
　
七
八
　
小
松
開
作

森
　
　
　
勉
　
五
二
　
　
西
屋
代

水
元
　
依
雄
　
七
一
　
　
東
屋
代

一
驂
美
千
代
　
八
七
　
　
東
三
蒲

元
岡
　
博
美
　
五
八
　
　
西
屋
代

藤
永
と
め
子
　
五
三
　
　
西
三
蒲

藤
原
　
成
雄
　
七
六
　
　
東
屋
代

東
和
地
区

◆
誕
生
お
め
で
と
う

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

阿
部
　
高
明
　
小こ

里さ
と

伊
保
田

有
香

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬
称
略
）

◆
周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
へ
寄

付
（
奨
学
資
金
と
し
て
）

船
　
越
　
　
　
　
　
　
田
中
久
志

◆
周
防
大
島
町
へ
寄
付
（
台
風
災

害
義
援
金
と
し
て
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

山
口
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟

山
口
教
区
寺
族
婦
人
会
連
盟

10
月
分
の
お
悔
や
み
に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
お
詫
び
し
て
掲
載
し
ま
す
。

大
島
地
区

松
重
美
津
男
　
五
三
　
　
　
志
佐

木
原
　
道
江
　
八
七
　
小
松
開
作
　

東
和
地
区

山
本
イ
サ
ヨ
　
八
五
　
　
伊
保
田

平成平成1616年度周防大島町成人式開催について年度周防大島町成人式開催について

平成１６年度周防大島町成人式を、次のとおり開催します。
今年度から周防大島町全体で開催します。
◆日時／平成１７年１月４日（火）午前１１時から
◆会場／久賀総合センター
◆対象者／昭和５９年４月２日から昭和６０年４月１日まで
に生まれた方で、町内に住民票のある方または町内の中学校
を卒業している方
該当される方には、案内状を送付しますので忘れずに出欠
の返事を出してください。
なお、案内状が届いていない方がおられましたら、下記ま
でご連絡ください。
◆問い合わせ先／
周防大島町教育委員会社会教育課
（東和総合センター）
蕁０８２０（７８）２２０５
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（１２月１日現在）
人　口　　22,350人（24人減）
男　　10,069人
女　　12,281人

世帯数　　11,084戸（11戸減）

棚
たな

田
だ

史
ふみ

乃
の

ちゃん
平成15年12月10日生まれ
（久賀・久保田中郷）

山
やま

本
もと

あおいちゃん
平成15年12月7日生まれ
（久賀・花田道面）

発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
企
画
課
蕁
０
８
２
０
‐
７
４
‐
１
０
０
７

印
刷
◆
藤
井
印
刷

平
ひら

金
がね

美
み

穂
ほ

ちゃん
平成15年12月9日生まれ

（橘・源明）

11
月
９
日
、
島
中
小
学
校
で

白
鳥
地
区
官
公
庁
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
ホ
ー
ス
で
火
に
見
立
て

た
的
を
落
と
す
体
験
で
は
、
消

防
署
員
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
筒
先
を
構
え
て
上
手
に
放

水
を
し
て
い
ま
し
た
。

平
ひら

田
た

小
さ

弥
や

ちゃん
平成15年12月22日生まれ
（東和・平野塩屋）

吉
よし

村
むら

茄
な

々
な

美
み

ちゃん
平成15年12月24日生まれ
（久賀・西中津原）

藤
ふじ

原
わら

大
たい

誠
せい

くん
平成15年12月25日生まれ

（橘・原）

沖
おき

廣
ひろ

いく恵
え

ちゃん
平成15年12月8日生まれ
（久賀・新開西）


